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血液中の血小板内には成長因子が多く含まれるだけでなく、700を超える
生体活性物質が含有されている。多血小板血漿（PRP）とは自己血を遠心後
の血小板を多く含む血漿層であり、生体活性物質の貯蔵庫である血小板
を活用したPRP治療は組織再生や損傷からの早期回復を目的とする治療法
である。歯科・口腔外科領域では古くから用いられているが、最近では
整形外科領域でも多くの基礎研究や臨床応用が報告されている。特に
スポーツ障害の障害部位は血流が少ない組織が多く修復が遅れるため、
成長因子が生体内でのバランスを保ったまま局所投与されるPRP治療は
非常に魅力がある。本治療は簡便性と安全性を合わせもつ臨床に即した
治療法であるが、PRPの定義は非常に曖昧であり調整方法によってその
成分が大きく異なっていることに留意する必要がある。今回はPRP治療の
基礎と臨床応用のレビューについて解説したい。
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